国際ロータリー第２７９０地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１５年１０月　８日

２０１５-１６年度 クラブ会長　各位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際ロータリー第２７９０地区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１５-１６年度　ガバナー　櫻木英一郎 

RLI担当　Ｐガバナー　　関口　徳雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＲＬＩ推進委員会　委員長 　諸岡　靖彦

地区RLI(ロータリー・リーダーシップ研究会)
パートⅡ及びパートⅢの開催ご案内

拝啓　秋涼の候、皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素よりクラブ研修の充実にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。先般開催されましたRLIパートⅠには多くのクラブからご参加いただきまして、ありがとうございました。引きつづき下記の通りRLIパートⅡ及びパートⅢの開催をご案内申し上げます。
RLI（Rotary Leadership Institute：ロータリー･リーダーシップ研究会）は、1992年にアメリカのニュージャージー州で始まり、今では世界343地区で実施されている多地区合同研修プログラムです。ロータリアンの自己啓発を促してクラブの活性化を目指す研修プログラムです。クラブ会長におかれましては、次のクラブリーダーであります会長エレクト、ノミニー、幹事予定者や将来のクラブを担うリーダー候補者や志ある希望者をご推薦ください。
RLIはパートⅠ（１０月４日に済み）、パートⅡ（１１月２１日）、パートⅢ（１２月５日）の3パート各6セッションに参加することが基本です。参加者には、ロータリー情報の再確認と新しい気づきを得て、ロータリアンとしての真の成長とより高いロータリー観の確立を目指していただけます。既にパートの一部を修了し、パートⅡ、Ⅲ未修了の方にもご参加いただけますようご案内いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

日時：２０１５年１１月２１日（土）　…　パートⅡ　／　１２月　５日（土）　…　パートⅢ
受付　９：００　　開会　９：２０　　～　１７：００　（両日とも；以下同じです）
会場：千葉県青少年女性会館（千葉都市モノレール「スポーツセンター」下車徒歩３分）

千葉市稲毛区天台６丁目５番２号　　電話０４３-２８７-１７１１

定員：各６０名（受付順として定員数に達した時点で締切といたします）

参加費：３千円/1会員（但しテキスト代別）

振込先：千葉銀行　成田支店　普通３，９５８，４２４
ＲＩＤ２７９０ＲＬＩ推進委員会　委員長　諸岡靖彦

※お願い　・　参加申し込みと参加費振込の締切は１０月３１日といたします。

・　振込はクラブ単位でまとめて締切日までに送金を、お願いいたします。

・　参加取り消しや不参加による参加費の返金は、各パート開催3日前迄に、

別記の電話にて事前受理のみとさせて頂きますので、この旨をご承知願います。　

ロータリー・リーダーシップ研究会カリキュラム　パートⅡ
２０１５－１６年度　第２７９０地区ＲＬＩ推進委員会
・セッション１　 戦略計画とクラブの分析 


・セッション２ 　目標とする奉仕（ロータリー財団Ⅱ）

・セッション３ 　国際奉仕

・セッション４ 　チーム作りとクラブ・コミュニケーション

・
セッション５ 　米山記念奨学会
・セッション５　　米山記念奨学事業

・セッション６　　会員を惹き付ける

ロータリー・リーダーシップ研究会カリキュラム　パートⅢ

２０１５－１６年度　第２７９０地区ＲＬＩ推進委員会

・セッション１　 効果的なリーダーシップ戦略 


・セッション２ 　ロータリーの機会


・セッション３ 　公共イメージと広報


・セッション４ 　ロータリアン、職業奉仕とその可能性


・
・セッション５　　規定審議会

・セッション６　　変化をもたらす
参加申し込み書　　　　RLIパートⅡ

ＦＡＸ：　０４７６－２２－１２２０　　Ｅメール：y-morooka@nagomi-yoneya.co.jp

２０１５年　　月　　日申込み
第　　　　分区　　　クラブ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
クラブ事務局Ｔｅｌ　　　　　　　　　　　　　　Ｆａｘ　　　　　　　　　　　　Ｅメール　　　　　　　　　　　　　　
※初めてＲＬＩ　ＰａｒｔⅡ　に参加の会員

	氏名（ふりがな）

ローマ字（修了書記載）


	会員在籍年数

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　年
　　　　　　　　ヶ月
	主な経験委員会と役職
	備考

	氏名（ふりがな）

ローマ字（修了書記載）


	会員在籍年数

　　　　　　年　　　　　　　　
　　　　　　　

　ヶ月
	主な経験委員会と役職
	備考


※昨年度までに　ＲＬＩ　ＰａｒｔⅠとⅢに参加してＰａｒｔⅡに参加していない会員
	氏名（ふりがな）

ローマ字（修了書記載）


	会員在籍年数

　　　　　　年
　　　　　　　
　ヶ月
	主な経験委員会と役職
	備考

	氏名（ふりがな）

ローマ字（修了書記載）


	会員在籍年数

　　　　　　年
　　　　　　　　
ヶ月
	主な経験委員会と役職
	備考


※不明な点がございましたら下記までお問い合わせください

　諸岡靖彦：　成田ＲＣ　　　　０９０-８１０９-５５０７

　　　　　　　遠藤　平　：　千葉西ＲＣ　　０９０-４４１４-９２９６　

　清田浩義：　千葉ＲＣ　　　　０９０-７８４３-７５５３

参加申し込み書　　　　RLIパートⅢ
ＦＡＸ：　０４７６－２２－１２２０　　Ｅメール：y-morooka@nagomi-yoneya.co.jp

２０１５年　　月　　日申込み
第　　　　分区　　　クラブ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
クラブ事務局Ｔｅｌ　　　　　　　　　　　　　　Ｆａｘ　　　　　　　　　　　　Ｅメール　　　　　　　　　　　　　　
※初めてＲＬＩ　ＰａｒｔⅢ　に参加の会員

	氏名（ふりがな）

ローマ字（修了書記載）


	会員在籍年数

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　年
　　　　　　　　ヶ月
	主な経験委員会と役職
	備考

	氏名（ふりがな）

ローマ字（修了書記載）


	会員在籍年数

　　　　　　年　　　　　　　　
　　　　　　　

　ヶ月
	主な経験委員会と役職
	備考


※昨年度までに　ＲＬＩ　ＰａｒｔⅠとⅡに参加してＰａｒｔⅢに参加していない会員
	氏名（ふりがな）

ローマ字（修了書記載）


	会員在籍年数

　　　　　　年
　　　　　　　

　ヶ月
	主な経験委員会と役職
	備考

	氏名（ふりがな）

ローマ字（修了書記載）


	会員在籍年数

　　　　　　年
　　　　　　　　
ヶ月
	主な経験委員会と役職
	備考


※不明な点がございましたら下記までお問い合わせください

　諸岡靖彦：　成田ＲＣ　　　　０９０-８１０９-５５０７

　　　　　　　遠藤　平　：　千葉西ＲＣ　　０９０-４４１４-９２９６　

　清田浩義：　千葉ＲＣ　　　　０９０-７８４３-７５５３
目標：　あなた自身のロータリークラブを評価する。改善可能な領域を再検討する。


　　　　　なぜ特別な改善が必要なのかを議論する。


クラブ戦略計画の立案過程を理解する。








目標：　ロータリー財団の新補助金モデルを復習する。


　　　　　クラブにとって新補助金モデルが重要であることを議論する。


　　　　　『６つの重点分野』　と　『持続可能性』　の重要性について議論する。














目標： 国際奉仕（五大奉仕の四つ目の奉仕）の機会を探求する。


　　　　国際奉仕活動のアイディアを交換する。国際奉仕プロジェクトについて立案する。


　　　











目標：委員会組織とチーム作り（チーム・ビルディング）が　ロータリークラブでどのようになされているのか調べてみよう。委員会組織の強みと弱みを議論してみよう。リーダーシップのツールとして、委員会組織を考察してみよう。効果的なコミュニケーションの基本的な要素と重要性について発表しましょう。をロータリーのリーダーシップに応用してみよう。効果的なコミュニケーションをロータリーのリーダーシップに応用してみよう。




















　























目標：ロータリー米山記念奨学事業は、日本で学ぶ外国人留学生を支援する国際奨学事業プログラムです。１９５２年にスタートしましたが、１９６７年、文部科学省を主務官庁とする「財団法人ロータリー米山記念奨学会（現在は公益財団法人）」が設立されました。全国のロータリアンからの寄付金を財源として、日本で学ぶ私費外国人留学生に奨学金を支給する、世界で類を見ない日本独自の３４地区による「多地区合同奉仕活動」として全国のロータリークラブ、地区、米山記念奨学会が活動を支えています。このｾｯｼｮﾝでは、奨学金制度の基本、及びこの事業の意義を中心に、事業全体の概要を学びます。














目標：私たちのクラブの“ターゲット層(Target Audience)”とプロフィールを確認する。


　　　　“ターゲット層”の特性について定義する。


　　　　私たちのクラブは、“ターゲット層”をどれだけ惹き付けることができるのか探求する。 


 



































目標：　先頭に立って指揮する能力を向上させ、グループの中での意思疎通を図る。


　　　　　目標や提案に対する支援を勝ち取ることができる方法を確認する。








目標：　RIの常設プログラムのあらましを提供します。「世界のネットワーク活動グループ」は私たちにどのようなメリッ　　　トがあるのでしょうか。ロータリーの目標やロータリアンのロータリーにおける経験と、それぞれのプログラムの関　　　　　　係について論議する。











目標： ロータリーと所属するロータリークラブに関する公共イメージと広報について、議論する。　広報戦略によって、所属するクラブがどのような利益を得られるのかを探求する。クラブのターゲット層に対して、私たちはどのように効果的に広報の目的を達成できるかを解析する。











目標： ロータリークラブは、新会員を勧誘する時に、その‘ターゲット層’に職業奉仕の分野において、何を説明するかを議論します。職業奉仕の計画が‘ターゲット層’に対して、どれくらい注意を引き、引き込むことが出来るかを探求する。職業奉仕によって、クラブ会員に、どれだけ現実の価値を提供できるかを考察する。




















　























目標： 理事会が国際ロータリーの方針を決定する一方、規定審議会ではロータリークラブが組織の運営に関して発言する機会が与えられます。審議会には地区からの代表議員が派遣され、ここで法案の審議が行われます。全クラブと地区には審議会へ立法案を出す権利があり、審議会の決議がロータリーの最も重要な活動に影響を与えることもあります。１９８９年規定審議会の決議によってろーたりーに初めて女性が入会し、１９８６年審議会の決議からは「ポリオ・プラス」が誕生しました。このセッションの対象となるいくつかは哲学的あるいは、理論的な性質のもの、いろいろな解釈に基づいています。参加者はオープンﾏｲﾝドで、ロータリーにとって何が一番ベストなのかを考えることが求められています














目標：他の後輩ロータリアンのために、RLI参加者としてRLIの経験を改善するためには、どのようなことが出来ますか？　ロータリークラブだけではなく、市民生活、社会生活、あるいは職業生活の中で関係する他の団体を向上させるために、RLIで取り上げたアイディアをどのように利用出来るでしょうか？　あなたの経験から、RLIプログラムの強み弱みを分析し、RLI改善のための提言をしてください。
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